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要  旨 

みなとオアシスとは，地域住民の交流や観光の振興を通じた地域活性化に資する「みなと」を核と

したまちづくりを促進するため，住民参加による地域振興の取り組みが継続的に行われる施設とし

て，国土交通省港湾局長が申請に基づき登録するものである． 
 みなとオアシスについては，アクセスしにくい，施設同士が離れているといった配置計画に係る課

題があると考えられる． 
 そこで，本稿においては，施設登録にあたっての配置計画（施設構成、立地計画、地区・敷地レベ

ルの配置計画）の留意点等を明らかにすべく，全国148箇所（令和3年4月30日時点）のみなとオアシス

を対象に施設機能，立地，空間構成について分析・考察した．その結果，みなとオアシスは施設機能

から3つの機能に類型化できることを明らかにした．さらに立地条件から4つのタイプに分け，配置計

画にあたってそれぞれのタイプごとに，①立地計画レベル，②地区レベル，③敷地レベル，④運用レ

ベルの各段階で留意すべきことを指摘した。 
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Synopsis 
Minato Oasis is a system that promotes community development centered on " port and harbour" 
which contributes to regional revitalization through the interaction in the communities and the 
tourism promotion. The director General of the Ports and Harbors Bureau of the Ministry of Land, 
Infrastructure, Transport and Tourism should register the facilities where community promotion 
efforts will be carried out with the participation of residents based on the application. 
Regarding “Minato Oasis” is considered to have problems at the layout planning such as difficulty in 
access and the distance between facilities. 
Therefore, in this paper, the author the facility function, location, and spatial composition in order to 
clarify the points to be noted in the layout plan for Minato Oasis in 148 locations nationwide (as of 
April 30, 2021). As a result, it was clarified that Minato Oasis can be divided into three functional 
types according to facility functions and can be classified into four types according to location 
conditions. In the layout planning we should consider each attention points(1)in the location plan、
(2) in the district plan、(3)in the site plan,(4)in the management plan. 
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1. はじめに 

みなとオアシスとは，地域住民の交流や観光の振興を

通じた地域活性化に資する「みなと」を核としたまちづ

くりを促進するため，住民参加による地域振興の取り組

みが継続的に行われる施設として，国土交通省港湾局長

が申請に基づき登録するものである（みなとオアシス全

国協議会（2019））．登録対象となる施設は図-1に示す旅

客施設，交流・休憩，物販・飲食を提供する既存施設で

あり，これら複数の施設から構成される． 

みなとオアシス制度は，2003年に中国及び四国地方整

備局で創設された．その後，2017年に情報の一元化，制

度の均質化のため，各地方整備局での登録を港湾局が一

括登録するための「みなとオアシス運営要綱」が策定さ

れた．その際の追加・変更点は，クルーズ旅客の休憩・

交流機能及び災害支援機能の追加，港湾協力団体の積極

的な活用，みなとオアシス設置者の義務の明確化などで

ある． 
図-2に示すように，みなとオアシスの登録数は，運営

要綱策定後，大きく増加し，令和3年7月31日時点で151箇
所に上る．さらに，第5次社会資本整備重点計画において，

令和7年までに170箇所の登録を目指すことが記載されて

おり，登録数は今後も増えていくことが予想される． 
みなとオアシスは，鉄道駅が近隣に設置されているも

のが少ない，施設が分散して配置されているものがある

といった林他（2020）の研究結果がある．これらのみな

とオアシスはアクセスしにくい，施設間の周遊性が低い

等の配置計画に係る課題があると考えられる． 
本研究では，アクセス，周遊性に着目した登録施設の

配置に係る考え方，留意点について明らかにすることを

目的として，全国148箇所（令和3年4月30日時点）のみな

とオアシスを対象として，立地条件，空間構成に着目し，

分析・考察を行った．これにより，今後のみなとオアシ

ス登録に際し，みなとオアシスへの行きやすさ，周遊性

の向上，ひいては集客力，魅力度の向上に寄与するもの

と考える． 
本資料の構成は次のとおり．2章では，みなとオアシス

の既往研究のレビューを通じて，本研究でのみなとオア

シスの分析視点について述べる．3章は，みなとオアシス

の施設機能をもとに3種類に類型化した結果を示す．4章
は，最寄り駅（鉄道）からの直線距離，登録施設から水

辺までの直線距離，施設間の位置関係といった立地につ

いて分析し立地条件ごとに4つのタイプに分類した．その

後，3つの類型と立地条件の4タイプについて事例分析を

行った．最後にそれらの分析結果を用いて施設立地計画

の観点から考えられる課題とその対応方法について述べ，

配置計画の留意点、考え方について示す．5章は，4章の

立地分析の結果，駅からも水辺からも近く施設がまとま

っているみなとオアシスを対象に地区・敷地レベルの施

設配置について平面・断面構成について分析し，空間構

成の観点からの留意点について示す．6章は，今後のみな

とオアシス制度の展開について述べる．最後に7章に本資

料の総括としてまとめを示す． 

 

 

 
図-2 みなとオアシス登録数の状況 

 
2. みなとオアシスの概観 

2.1 既往研究 

 みなとオアシスに関する主な既往研究について整理し

たものを表-1 に示す．ここでは簡単な紹介に留め，詳細

については付録に記載する． 
 林他（2020）は，みなとオアシスの設置効果の検証を

目的として，みなとオアシス設置者へのアンケートを実

施し，その結果を用いた多変量解析を行っている．アン

ケート結果から，近隣に鉄道駅があるみなとオアシスは

約 2 割であること，施設が分散して配置されているみな

とオアシスは 4 割であること，みなとオアシスの設置効
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図-1 みなとオアシスの施設の例 

（（一般社団法人）ウォーターフロント協会提供） 
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果としては，地域の認知度が向上し，地産品の販売促進，

周辺施設の充実につながることを明らかにした． 
 吉村他（2019）は，みなとオアシス千葉みなとを対象

として，空間構成について分析し，港湾整備事業と土地

区画整備事業の連携は高質な空間を整備する有効手段で

あること，一方で，周辺建物による物理的・視覚的アク

セスの阻害，土地コントロールに課題があることを指摘

している． 

 橋本他（2019）は，港湾と都市の連携のあり方を示す

ことを目的にみなとオアシスの調査を実施している．文

献調査より，みなとオアシスの構成施設の分布範囲には，

代表施設から 1km の範囲内で分布するものと 1km より

遠い範囲で分布するものがあることなどを明らかにし，

都市に対する立地傾向や交流拠点としての類型化を行っ

ている．さらに，みなとオアシス運営者へのヒアリング

調査により各主体の関係を整理し，文献調査の結果と合

わせて，制度面では港湾行政と都市行政の連携，施設整

備面では「点」ではなく「面」として捉えた整備が必要

であることを指摘している． 
 落合他（2019）は，倉庫リノベーションによるみなと

まちの活性化を目的に，みなとオアシスにおける倉庫リ

ノベーションの活用実態について調査した．その結果，

倉庫リノベーションによるみなとまちの活性化には，各

関係者の連携，既存の港湾空間や倉庫の特徴を捉えたコ

ンセプト設定が重要と指摘している． 
 狩野他（2016）は，みなとオアシスの防災拠点として

の活用を目的に調査を実施し，みなとオアシスの防災拠

点としての整備が進まない理由として，①整備費用の問

題，②過去の震災経験の有無について指摘した． 
 横内他（2019）は，2017 年のみなとオアシス運営要綱

策定に関して，運営要綱の策定経緯，策定前後の登録の

動向などについて公開資料から分析し，制度のあり方を

検討している．今後のみなとオアシスの方向性として，

みなとオアシスは複数施設から構成される面的広がりと

いう特徴を持っていることから，この特徴を活かし，関

係者，各施設，地域が連携し，ネットワークを強化する

必要性について指摘している． 
 各研究者に共通して，みなとオアシスの特徴である既

存施設による面的な広がりを活かした関係者，施設，地

域の連携，ネットワーク化が必要と指摘されている． 

2.2 研究の視点 

 みなとオアシスの課題としては以前から認知度が低い

ことが指摘されており（横内他（2019），有馬（2016）），
国土交通省港湾局では，テレビや新聞による広報，国土

地理院地図への掲載，道路標識による案内版の設置など

を行い，認知度の向上に取り組んでいるところである． 
 しかし，みなとオアシスの課題としては，認知度の低

さ以外にも，先程紹介した既往研究において， 
・周辺建物などにより物理的・視覚的アクセスが阻害

され周遊性が低くなっている． 
・周辺環境に馴染まない施設が出店するなど土地コン

トロールの問題がある． 
・交通手段として鉄道駅が近隣に設置されているみな

とオアシスは約 2 割しかない． 
・代表施設から 1km 以上離れた構成施設がある． 
・施設が分散して配置されている． 

といった指摘や研究結果がある．これらは配置計画に係

る課題と認識できる． 
 そこで本研究では，みなとオアシスのアクセス性，周

遊性に着目し，登録施設の配置計画の考え方，留意点に

ついて明らかにすることを目的に，以下の視点から分析

を行った． 
（1）みなとオアシスの類型化 
 みなとオアシスは各種の機能を備えた複数の既存施設

から構成されることから，設置者が，何らかの計画意図

を持って施設登録を行っていることが想定される．その

ため，みなとオアシスの機能構成について数量化Ⅲ類に

より分析し，類型化した． 
（2）みなとオアシスの立地 

 みなとオアシスの立地条件に関して，最寄り鉄道駅か

らの直線距離，登録施設から水辺までの直線距離，施設

間の位置関係といった立地条件の違いによる特徴や課題

について分析し，施設機能による類型化と合わせて考察

した．その結果に基づき，施設立地計画の観点から，考

えられる課題とその対応方法について述べ，みなとオア

シスの登録施設の配置計画の考え方，留意点についてま

とめた．なお、分析には国土地理院地図を用いた。 

（3）みなとオアシスの空間構成 
 立地分析の結果，駅からも水辺からも近く施設がまと

まっているみなとオアシスを対象に地区・敷地レベルの

施設配置について分析し，平面配置についてパターンを

分類した．その後，平面配置パターンの特徴について断

面構成も含め考察し，空間構成の観点からの留意点につ

いてまとめた． 
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表-1 みなとオアシスに関する既往研究 

研究者名 分類 研究手法 内容 

林 他 
（2020） 

事例研究 

アンケート， 
多変量解析 

・みなとオアシス設置効果の検証を目的にアンケート結果

を用いた多変量解析を実施． 
・みなとオアシス設置者へのアンケートの結果，鉄道駅が近

隣にあるのは約 2 割，施設が分散して配置されるものが 4 割

に上ることなどを明らかにした． 
・多変量解析の結果，みなとオアシスの設置効果として，地

域の認知度向上，来訪者の増加が見られ，その結果，地産品

の販売促進，周辺施設の充実につながることを明らかにし

た． 

吉村 他 
（2019） 

文献・現地調査，

ヒアリング， 
アンケート 

・みなとオアシス千葉みなとを対象に，みなとまちづくりの

計画プロセス並びに空間構成の課題と今後の展開について

考察することを目的に左記の調査を実施． 
・港湾整備事業と土地区画整備事業の連携は，高質な空間を

整備する有効手段であることを指摘． 
・物理的，視覚的アクセスの阻害による周遊性の低下並びに

周辺環境に馴染まない施設の立地により，土地コントロール

に課題があることを指摘． 

橋本 他 
（2019） 

文献調査， 
ヒアリング 

・都市と港湾の連携のあり方を示すことを目的に左記の調

査（ヒアリング調査は沼津，新潟，広島，瀬戸田を対象）を

実施． 
・文献調査により構成施設の分布が代表施設から 1km 範囲

内，1km を超えるものがあることなどを明らかにし，都市に

対する立地傾向や交流拠点としての役割の類型化を実施． 
・みなとオアシス運営者へのヒアリング調査により各関係

の主体を整理し，地域によりみなとオアシスの役割が異なる

ことを明らかにした． 
・制度面において，港湾管理者とみなとオアシス関係者，港

湾行政と都市計画行政の連携の必要性を指摘． 
・施設整備において，「点」ではなく，「面」として捉えた整

備が必要であることを指摘． 

落合 他 
（2019） 

文献・現地調査，

ヒアリング 

・倉庫リノベーションによるみなとまちの活性化を目的に

みなとオアシスにおける倉庫リノベーションの活用実態を

把握するため，左記の調査を実施． 
・倉庫リノベーションにあたっては，市民，港湾管理者，運

営者が連携し，既存の港湾空間，倉庫の特徴を踏まえたコン

セプト設定により利用転換を図ることが重要と指摘． 

狩野 他 
（2016） 

文献調査， 
ヒアリング， 
アンケート 

・みなとオアシスの防災拠点としての活用を目的に左記の

調査を実施． 
・防災拠点としての整備が進んでいない理由として，①整備

費用の問題，②過去の震災の経験の有無について指摘した． 

横内 他 
（2019） 

制度 文献調査 

・2017 年の運営要綱策定に関して，運営要綱の作成経緯，策

定前後の登録動向を公開資料から分析し，今後のみなとオア

シス制度のあり方を検討． 
・運営要綱策定により設置者，運営者の役割が明確化され

た．また，登録数が増加した．しかし，依然として認知度の

低さという課題は残っている． 
・複数施設から構成される面的広がりという特徴を活かし，

関係者，各施設，地域が連携し，ネットワークを強化する必

要性について指摘． 



みなとオアシス登録施設の配置計画に関する研究/小松﨑真彦 

- 4 - 

3. みなとオアシスの施設機能による類型化 

みなとオアシスは各種の機能をもつ複数の既存施設

から構成されることから，設置者が何らかの計画意図を

もって登録施設を選定していると考えられる．そこで本

章では，みなとオアシスの施設機能による特徴を捉える

ため，数量化Ⅲ類により類型化を実施した． 

 

3.1 分析手法 

 各種機能を持つ登録施設から構成されるみなとオアシ

スを類型化することを目的として数量化Ⅲ類分析を実施

した．分析手順を図-3に示す．はじめに，国土交通省港

湾局及び各みなとオアシスの施設HPより入居テナント

等の情報を収集した．その後，表-2に示すように各施設

の情報を元に13種類の機能に分類・集計した．作成した

機能分類表を元に各みなとオアシスが該当機能を有する

場合は「1」，有しない場合は「0」のダミーデータを記入

した二値データ表を作成し，数量化Ⅲ類分析を実施した．

なお，その他機能については施設機能として分類できな

かったものであるため，二値データ表から除外し，数量

化Ⅲ類分析の対象としなかった．数量化Ⅲ類により得ら

れたサンプルスコアに対してクラスター分析（ウォード

法，ユークリッド距離）を実施し，施設機能によるみな

とオアシスの類型化を行った． 
 

 
図-3 分析手順 

 
3.2 みなとオアシス登録施設の機能分類 
 13種類の機能を代表施設，構成施設別に集計したもの

を図-4，5に示す． 

 図-4より，代表施設は旅客ターミナルが30％，商業が

24％，文化が10％となっており，これらの機能は他機能

と比較し多く採用されていることから，みなとオアシス

を代表する機能として認識されていると考えられる． 

 図-5 より，構成施設は緑地・海岸が 32％と他と比較し

高くなっている．緑地・海岸に含まれる施設としては緑

道や親水公園がある．緑道は施設間を接続する，親水公

園は景色などを眺めながら飲食・休憩をするといった利

用が想定され，他機能を補助する役割を果たしていると

考えられる．緑地・海岸に次いで，商業が 15％，文化が

11％，旅客ターミナルが 10％となっており，代表施設に

採用されている機能と同様の傾向が見られた． 

 
表-2 登録施設の機能分類 

機能種類 入居テナント等施設 
文化 美術館，水族館，博物館，記念館，資料館等 
商業 飲食，物販，宿泊，温泉等入浴等 

観光情報 観光情報案内 

地域交流 イベント・展示ホール，公民館， 
交流スペース等 

展望・休憩 タワー，灯台，岬，休憩所等 

余暇 学習，体験，スポーツ，レジャー， 
レクリエーション，マリーナ等 

研修・業務 オフィス，役所，会議室，研修室， 
レンタルスペース等 

旅客ターミナル フェリー，観光・遊覧船，クルーズ，離島 
緑地・海岸 公園，海浜，広場等 
港湾・漁港 岸壁，防波堤，倉庫，市場等 

防災 耐震岸壁，津波避難タワー，シェルター 
駐車場 駐車場 
その他 駅，橋，閘門，トイレ 

 

 
図-4 代表施設の機能構成 

 

 
図-5 構成施設の機能構成 

登録施設の機能分類・集計 

各みなとオアシスが該当機能を有する場合は「1」を，有しない場

合は「0」のダミーデータを記入し，二値データ表を作成 
みなとオアシス名 文化 商業 … 

みなとオアシス室蘭 1 0  
みなとオアシス苫小牧 1 1  

…    

※その他については除外 

数量化Ⅲ類による分析の実施 

数量化Ⅲ類分析により得られたサンプルスコアに対してクラスタ

ー分析を実施し，施設機能によるみなとオアシスの類型化 
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3.3 数量化Ⅲ類によるみなとオアシスの類型化 
 表-3に示す分析結果から，相関係数の比較的高い第1軸
（r=0.5399）と第2軸（r=0.5216）を用いて，各施設機能を

布置したものを図-6に示す． 

 図-6 より，第 1 軸（縦軸）の正側には防災，研修・業 
務，地域交流が布置し，負側には観光情報，文化，余暇

が布置されている．施設の利用者として，正側の機能を

持つ施設は地元住民が主体，負側の機能を持つ施設は来 

訪者が主体と考えられることから，第 1 軸は施設利用者

の属性を表していると解釈した．第 2 軸（横軸）の正側

には旅客ターミナル，負側には観光情報，余暇，展望・

休憩，文化が布置している．このことから第 2 軸は施設

利用目的を表していると解釈した． 
商業，緑地・海岸，港湾・漁港は原点近くに布置して

おり，多くのみなとオアシスで採用されている機能であ

ることがわかる． 

 第1軸と第2軸における各みなとオアシスのサンプルス

コアからクラスター分析（ウォード法，ユークリッド距

離）を行い，各象限に散布されたみなとオアシスを分類

整理すると図-7に示すとおり， 

・観光情報，商業，余暇機能を主とする観光集客型 
・フェリー，離島航路を多く有する海上交通拠点型 
・地域住民の利用を主とする地域交流型 
の3パターンに分けることができた． 

 本来，各みなとオアシスはこの3類型の組合せから成り

立っていると考えられ，特に原点付近に集まるものほど

その傾向は高い． 
 なお，この類型は筆者が国土交通省港湾局及び各みな

とオアシスの施設HPから収集した情報を基に類型化し

ていることに留意されたい． 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

表-3 数量化Ⅲ類による分析結果 
軸 固有値 寄与率（％） 累積寄与率（％） 相関係数 
1 0.2915 14.4 14.4 0.5399 
2 0.2721 13.4 27.8 0.5216 
3 0.2338 11.5 39.3 0.4835 
4 0.2234 11.0 50.3 0.4726 
5 0.1859 9.2 59.5 0.4312 
6 0.1794 8.8 68.3 0.4236 
7 0.1689 8.3 76.6 0.4110 
8 0.1472 7.3 83.9 0.3837 
9 0.1402 6.9 90.8 0.3744 

10 0.1138 5.6 96.4 0.3373 
11 0.0728 3.6 100.0 0.2698 

 

 

 
 

 
図-6 数量化Ⅲによる施設機能の布置 

 
図-7 サンプルスコアのクラスター分析結果 
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4. みなとオアシス登録施設の立地に関する分析 

本章では，みなとオアシスのアクセス性や周遊性に関

して把握するため，最寄り鉄道駅からの直線距離，登録

施設から水辺までの直線距離，施設間の位置関係といっ

た立地条件について調査し，分析・考察を行った． 

 

4.1 分析手法 

分析には国土地理院地図を用いて，定量的な調査を行

った． 
行きやすさに関しては基本的なアクセス手段である

鉄道駅から代表施設まで徒歩で行くことを想定し，鉄道

駅から代表施設の端の一番近いところまでの直線距離を

計測した（図-8）．なお，実際には経路距離を計測すべき

だが，実際に使われる経路等が不明であることと，計測

の利便性から直線距離とした．したがって，距離につい

ては，あくまでも目安であることに留意されたい． 

次に，施設の周遊性に関しては，観光地における歩行

空間の半径450m（岡田（1993））を参考に代表施設の半径

500m範囲内に含まれる構成施設の数を計測した（図-9）． 
 最後に登録施設から水辺までの直線距離については，

代表施設の中心から一番近い水辺までの直線距離を計測

した（図-10）．なお，図-11のような場合は水辺に接して

いないと判断した． 
各分析項目の対象として，駅からの直線距離は離島の

みなとオアシス28箇所，施設の周遊性に関しては代表施

設のみで構成されるみなとオアシス6箇所，水辺までの距

離は水辺に接しないみなとオアシス11箇所を除外した． 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

図-8 駅から代表施設までの直線距離の計測 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

図-9 代表施設の半径 500m 範囲内に 

含まれる構成施設の計測 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

図-10 水辺から代表施設までの直線距離の計測 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

図-11 水辺に接していない施設の例 
 

4.2 分析結果 

（1）鉄道駅からのアクセスと構成施設の集積度 

 対象としたみなとオアシスは離島28箇所，代表施設の

みで構成される6箇所を除く114箇所である． 

 図-12 に縦軸に代表施設の半径 500m 範囲内に含まれ

る構成施設の割合（以降，集積度と呼ぶ）を，横軸に駅

から代表施設までの直線距離を取ったものを示す． 
 分布状況を見てみると，集積度，駅から代表施設まで

の直線距離共に全体的に分布しているが，8 割以上のみ

国土地理院地図を使用し筆者作成 

国土地理院地図を使用し筆者作成 

国土地理院地図を使用し筆者作成 

国土地理院地図を使用し筆者作成 

500m 

鉄道駅 

代表施設 

水辺までの距離 

内陸に立地している場合 工場等他用途の用地を 

介して立地している場合 

代表施設 

代表施設 

工場用地 
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なとオアシスが駅から代表施設のまでの直線距離は 5km
以内に収まっていた． 

駅から代表施設までの直線距離の平均は 5km，最大は

48.5km であり，最小は 0.04km であった．駅から代表施

設までの距離が 500m 以下のみなとオアシスは 35 箇所で

あった． 
集積度の平均は 65％であり，集積度 100％は 41 箇所，

0％は 10 箇所であった． 

類型別に見てみると以下のような特徴があった． 
a）観光集客型 
 観光集客型のみなとオアシスは59箇所（対象114箇所中

52％）あり，分布状況としては，集積度はバラついてい

るが，駅からの距離は5km以内に収まるもの，集積度は

100％であるが駅から離れるものの2つに分けることがで

きる． 
駅から代表施設までの距離については，500mのみなと

オアシスは22箇所（37％），500m以上のみなとオアシス

は37箇所（63％）であった． 
集積度については，100％のものは 19 箇所（32％）あ

り，100％以下のものは 40 箇所（68％）であった． 

特徴として，施設数が多く複数の機能を有するみなと

オアシスが多く見られた．また，集積度の低い一部のみ

なとオアシスにおいて，地区ごとに施設を密集して配置

し，用途別にエリアを分けているものが見られた． 

b）海上交通拠点型 
 海上交通拠点型のみなとオアシスは27箇所（対象114箇
所中24％）あり，分布状況としては，全体的に分布して

いる． 

駅から代表施設までの距離が500mのみなとオアシス

は7箇所（26％），500m以上のみなとオアシスは20箇所

（74％）であった． 
集積度 100％のものは 13 箇所（48％）あり，100％以

下のものは 14 箇所（52％）であった． 
特徴として，集積度 100％のものについては，旅客タ

ーミナルを中心に施設がまとまっていた． 
c）地域交流型 

地域交流型のみなとオアシスは 28 箇所（対象 114 箇

所中 25％）あり，分布状況としては，集積度が 30％から

80％の間，駅からの距離 25km の範囲に分布している． 
駅から代表施設までの距離が 500ｍのみなとオアシス

は 6 箇所（21％），500ｍ以上のみなとオアシスは 22 箇所

（79％）であった． 
集積度 100％のものは 9 箇所（32％）あり，100％以下

のものは 19 箇所（68％）であった． 

特徴として，施設数（機能）が増えると施設配置は分

散する傾向にあった．構成施設は津波避難タワーなどの

防災，市役所などの業務機能を中心に構成されている．

また，緑地・海岸機能の使われ方として，プロムナード

や緑道，大きな公園や海水浴場，海岸といった施設によ

りみなとオアシス内，または地区を結ぶようなものが他

の類型と比較し多く見られた． 
 

 
（2）代表施設から水辺までの距離と構成施設の集積度 

 対象としたみなとオアシスは，代表施設のみで構成さ

れる5箇所，水辺に接しない10箇所およびその両方に属す

る1箇所を除く132箇所である． 

 図-13 に縦軸に集積度を，横軸に代表施設から水辺ま

での直線距離を取ったものを示す． 

 分布状況を見ると，集積度は全体的に分布しているが，

代表施設から水辺までの直線距離は 100m 以内に収まる

ものが多く見られる． 
代表施設から水辺までの直線距離の平均は 62m，最大

は 360ｍ，最小は 0ｍであった．代表施設から水辺までの

距離が 100ｍ未満のみなとオアシスは 115 箇所であり，

100m を超えるものは 18 箇所であった．このことから，

ほとんどのみなとオアシスの代表施設は水辺に近接して

いることが分かる． 
集積度の平均は 68％であり，集積度 100％は 56 箇所，

0％は 13 箇所であった． 
類型別に見てみると以下のような特徴があった． 

a）観光集客型 
 分布状況として，全体的に分布しており，水辺から距

離が離れるほど集積度が高くなる傾向にある． 
b）海上交通拠点型 

 分布状況として，集積度 100％のものが比較的多く，

43 箇所中 1 箇所を除いて水辺までの距離が 100m 以内に

収まっている．そこで，集積度が 100％，代表施設から

水辺までの距離 100m 以下について見てみると，観光集

 
図-12 集積度と駅から代表施設までの直線距離の関係 
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客型 18 箇所，海上交通拠点型 24 箇所，地域交流型 9 箇

所となっており，海上交通拠点型は他の類型と比較して，

水辺の近くに施設がまとまって配置されていることが分

かる． 

c）地域交流型 
 分布状況として，集積度30％から80％の間，水辺まで

の距離200mの範囲に多く分布しており，水辺からの距離

が100mを超えると集積度が下がる傾向が見られた． 

 

 
図-13 集積度と代表施設から水辺までの 

直線距離の関係 

 
（3）鉄道駅からのアクセスと代表施設から水辺までの距

離 

 対象としたみなとオアシスは，離島27箇所，水辺に接

しない10箇所およびその両方に属する1箇所を除く110箇
所である． 

 図-14に縦軸に駅から代表施設までの直線距離を，横軸

に代表施設から水辺までの直線距離を取ったものを示す． 
 分布状況を見ると，多くのものが駅から5km以内，水

辺までの距離100m以内に収まっていることがわかる． 
 類型別に見てみると，海上交通拠点型は1箇所を覗い 

て，水辺までの距離100m以内に収まるが，観光集客型と

地域交流型は100mを超えるものが見られ，一部のものに

ついては，水辺からの距離が離れるほど駅から離れてい

くものが見られた． 
 
4.3 施設立地計画の観点からの考察 

 ここでは，駅から代表施設までの直線距離と集積度の

関係について，配置計画の観点から考察する． 
まず，みなとオアシスの駅から代表施設までの直線距

離と施設の集積度の関係より 4 つのタイプ，A：駅から

近く，施設の集積度の高いもの（駅からの距離 500m 以

下，集積度 70％以上），B：駅から近く，施設の集積度の

低いもの（駅からの距離 500m 以下，集積度 70％以下），

C：駅から遠く，施設の集積度の高いもの（駅からの距離

500m を超え，集積度 70％以上），D：駅から遠く，施設

の集積度が低いもの（駅からの距離 500m を超え，集積

度 70％以下）に分類した（図-15）．駅からの近さについ

ては，人間の意識の中にある歩行距離として目的地まで

歩いてもよいとする距離 500m（乾他（1982））を参考と

した．また集積度については，集積度の平均値 65％，中

央値 67％を参考に 70％以上を集積度が高いもの，70％
以下を低いものとした．したがって，この分類はあくま

でも目安であることに留意されたい． 
左上 A（駅近／密集）タイプは，駅から近く，施設も

まとまっており，来訪者が徒歩で行きやすく，周遊しや

すいと思われ，最もポテンシャルの高いタイプであると

考えられる．外からの集客を主とする観光集客型のみな

とオアシスの立地タイプとしては理想形であると考えら

れる．このタイプは 17 箇所であった． 
次に左下 B（駅近／分散）タイプは，駅から近く代表

施設には行きやすいが，構成施設が離れており周遊はし

にくいと考えられる．そのため，集客機能を有する代表

施設に来訪者を集めても，施設が分散しているため構成

施設まで来訪者を誘導できず，一部の地域のみの活性化

になる可能性がある．このタイプは 19 箇所であった． 
次に右上 C（駅遠／密集）タイプは，駅からは遠く，

車などによる来訪が想定される。一度，車などにより来

訪すると徒歩による周遊が容易であると思われる．この

タイプは 38 箇所であった． 
最後に右下 D（駅遠／分散）タイプは，駅からも遠く，

施設もまとまっていないため，車などによる来訪，周遊

が想定される．B の駅近／分散タイプと同様の結果にな

ることが考えられる．このタイプは 40 箇所であった． 
以下に立地の分類と各類型を合わせて考察する． 

（1）観光集客型 
観光集客型のみなとオアシスは A の駅近／密集タイ

プ，B の駅近／分散タイプ，C の駅遠／密集タイプに比
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図-14 駅から代表施設までの直線距離と代表施設から

水辺までの直線距離の関係 
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較的多く集まっている．A の駅近／密集タイプは立地条

件として恵まれており，そのポテンシャルを活かした集

客が可能であると考えられる．C の駅遠／密集タイプの

ものについては，車等による来訪，徒歩による周遊を意

図していることが考えられる．B の駅近／分散や D の駅

遠／分散タイプは代表施設のみやその周辺しか人が訪れ

ない可能性があるため注意が必要である．しかし，一部

のみなとオアシスでは，レジャー関連等の利用目的が同

様の施設を密集させ，エリア分けをしているものが見ら

れたことから，各地区の特色に合わせ施設登録を行って

いることが考えられる． 
（2）海上交通拠点型 

海上交通拠点型のみなとオアシスは，A 駅近／密集～

D 駅遠／分散の各タイプに分布しているが，集積度が

100％のものについては，旅客ターミナルを中心に施設を

水辺に密集させて配置しており，船からのアクセス，徒

歩による周遊を意図していると考えられる． 
（3）地域交流型 

地域交流型のみなとオアシスは，海上交通拠点型と同

様に A 駅近／密集～D 駅遠／分散の各タイプに分布して

いる．施設構成は防災や業務機能を中心に構成されるこ

とから地元住民の利用を主としていることが考えられる．

B の駅近／分散，D の駅遠／分散タイプの一部のみなと

オアシスでは緑道やプロムナードでオアシス内の施設を

接続させているものが見られたことから，来訪者を他施

設へ誘導するような仕組みを意図していると考えられる． 
 

 
4.4 事例分析 

 ここでは，機能の 3 類型と施設立地の A 駅近／密集～

D 駅遠／分散のタイプについて事例分析を行い，特徴や

課題等について考察する． 
 

（1）みなとオアシス千葉みなと（観光集客型／駅近／密

集）（図-16） 

代表施設である商業施設は千葉みなと駅から 480m と

駅の近くに位置する．施設の集積度も 75％であり代表施

設を中心に構成施設がまとまっており，徒歩によるアク

セス，周遊が可能である観光集客型のみなとオアシスで

ある．しかし，代表施設のあるエリアと千葉ポートタワ

ーのあるエリアの視覚的，歩行動線的，ソフト的に一体

性が図られていない嫌いがある． 

 

図-16 みなとオアシス千葉みなと 
 

（2）みなとオアシス三国湊（観光集客型／駅近／分散）

（図-17） 

 代表施設である三国湊町家館は三国駅から 350m と駅

の近くに位置しているが，集積度は 42％と施設は分散し

ている． 
施設は分散しているが，観光を主とする旧港町周辺エ

リア，レジャーを主とするビーチエリアという形で来訪

者の目的に応じてエリアを分けていると考えられる． 

 
（3）みなとオアシス輪島マリンタウン（観光集客型／

駅遠／密集）（図-18） 

 穴水駅から代表施設である観光交流施設まで 18.8km

離れておりバスや自家用車によるアクセスとなる． 
集積度は 100％で代表施設の半径 500m 範囲内に全て

の構成施設がまとまっている． 
来訪者はバスなど車によりアクセスし，徒歩で周遊し

てもらうことを意図していると考えられる． 
 
（4）みなとオアシス牛窓（観光集客型／駅遠／分散）

（図-19） 

邑久駅から代表施設である瀬戸内市観光センターま

 
図-15 みなとオアシスのアクセス性， 
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で 9.0km 離れており，集積度は 43％であり施設は分散し

ているため，車等によるアクセス，周遊になる． 
代表施設である瀬戸内市観光センターの近くにはホテル，

博物館があり，来訪者が集まり，この周辺を中心に周遊

することが考えられる．一方，牛窓オリーブ園や瀬戸内

市立美術館は離れたところに位置している．車での周遊

が想定されていると考えられる． 
 

 
図-17 みなとオアシス三国湊 

 

 

図-18 みなとオアシス輪島マリンタウン 

 
図-19 みなとオアシス牛窓 

 
（5）みなとオアシス沼津（海上交通拠点型／駅遠／密集）

（図-20） 

 沼津駅から代表施設であるマーケットモール「沼津み

なと新鮮館」まで 2.1km 離れている．しかし，集積度は

100％であり，旅客ターミナルと駐車場があることから，

船やバスなどの車により来訪し，徒歩による周遊を意図

していると考えられる． 

 

（6）みなとオアシス志摩（海上交通拠点型／駅遠／分散）

（図-21） 

 賢島駅から代表施設である海ほおずきまで 5.4km 離れ

ており，集積度も 33％と高くない．定期船乗り場があり，

周辺の地区や離島への航路を有しているため，基本的な

使い方は地元住民の通勤・通学と思われる．また，賢島

港側は定期船乗り場の直背後に駅や駐車場があるため，

離島観光などの拠点として活用されている可能性もある．

このような使い方をコンセプトとする場合は駅からのア

クセス性や周遊性は大きな問題にならない可能性がある． 

 

（7）みなとオアシス新宮（地域交流型／駅遠／分散）

（図-22） 

 三輪崎駅から代表施設である新宮港湾会館までは

620m であり，すこし離れているが徒歩でアクセスでき

ない距離ではない．一方，集積度は 50％と比較的低い． 

施設構成は港湾運営の拠点と観光情報の提供を役割とす

る新宮港湾会館，岸壁・荷捌き地，公園などの緑地施設

から構成される．そのため平常時は港湾関係者の利用が

主となると思われる．一方，新宮港は世界遺産熊野の海

の玄関口として，多くのクルーズ船が入港し，観光客が

訪れる．その際，観光客を観光情報の提供を行う新宮港
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